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「学ぼうよ 今日も明日も あさっても」　向川原弥生さん（江刈中 2年）の作品

▶生涯学習フェスティバル
　作品募集

▶60歳のつどい

　生涯学習フェスティバルに出展する作品を

募集しています。皆さんの日ごろの成果を披

露してみませんか。

出展数　1人３点まで

出展料　無料

申込み　10月14日（水）までに教育委員会

事務局（☎役場内線275）へ
※作品は10月23日（金）に直接会場にお持

ち下さい。都合のつかない方は事前に葛巻

公民館へお持ち下さい。

と　き　10月18日（日）9:00～

ところ　遠別岳、グリーンテージ

内　容　遠別岳登山、交流会

対　象　昭和23年4月2日～翌年4月1日の生

まれで町内に住所のある人

参加費　5,500円（交流会費）

通　知　対象者には、はがきでお知らせします。

※詳しくは60歳のつどい実行委員会（教育

委員会内☎役場内線275）へ

生
涯
学
習
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

み
ん
な
の
学
び

　

葛
巻
町
生
涯
学
習
推
進
本
部（
本
部
長
・

鈴
木
重
男
町
長
）
は
、自
然
・
文
化
・
人
間
・

ス
ポ
ー
ツ
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
が
学

べ
る
生
涯
学
習
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
学
び
に
対
す
る
思

い
を
標
語
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
一
枚
に
つ
き
一
作
品
、
用
紙

は
自
由
で
す
。
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
氏
名
・
住
所
（
学
校
名
）・
年
齢
（
学

年
）・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

○
表
彰

　

最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
三
点
、
佳
作

八
点
を
入
選
作
と
し
ま
す
。

○
応
募
締
切

　

平
成
二
十
二
年
一
月
三
十
一
日

○
応
募
先
（
問
い
合
わ
せ
先
）

　

〒
〇
二
八
ー
五
四
九
五

　
　

葛
巻
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

生
涯
学
習
推
進
室

　
　
（
☎
役
場
内
線
二
七
五
）

第８回俳句コンテスト

色とりどりの風 恋と 5,078句

　

八
回
目
を
迎
え
た
「
風
と
恋
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」（
葛
巻
町
俳
句
で
文
化
の
薫

る
町
づ
く
り
実
行
委
員
会
主
催
、
藤
岡
徹
委
員
長
）
は
八
月
二
十
五
日
に
募
集
が
締

め
切
ら
れ
、
全
国
か
ら
五
千
七
十
八
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
選
者
の
黛
ま
ど
か
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
十
月
十
一
日
午
後
一
時
か

ら
葛
巻
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
表
彰
式
に
先
立
っ
て
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
黛
さ
ん
と
巡
る
吟
行
会
も

行
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
季
節
に
あ
っ
た
句
を
自
由
に
詠
む
「
当
季
雑
詠
」
で
、
優
秀

作
品
は
午
後
か
ら
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

鮮
や
か
な
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
葛
巻
の
山
々
を
散
策
し
な
が
ら
、
あ
な
た
も
俳
句
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
推
進
室
（
☎
役
場
内
線
二
七
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

黛ま
ゆ
ず
み

ま
ど
か
さ
ん
と

　
　

晩
秋
の
山
々
を
巡
ろ
う
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表彰式と吟行会

 
吟
行
会
で
指
導
を
す
る
黛
ま
ど
か
さ
ん

（
昨
年
10
月
・
上
外
川
）

テーマ別
風 3,167句

恋 1,911句

部門別

幼児・小学生 919句

中学生 1,191句

高校生 200句

一般 2,768句

地域別

町内 1,026句

県内（町内を除く） 1,741句

県外 2,311句

第８回風と恋の俳句コンテスト応募状況

　

車
門
地
区
に
あ
る
鍾
乳
洞
、
明

神
穴
を
さ
ぐ
る「
明
神
穴
探
検
隊
」

は
九
月
六
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
三
十
人
が
参
加
。
普
段
は
鍵

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
、
人
一
人
が

や
っ
と
出
入
り
で
き
る
狭
い
入
り

口
か
ら
進
入
。
参
加
者
た
ち
は
腹

ば
い
で
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

神
秘
の
洞
窟
を
探
検
し
ま
し
た
。

　

日
本
洞
穴
学
研
究
所（
岩
泉
町
）

の
メ
ン
バ
ー
の
解
説
の
も
と
、
鍾

乳
石
や
洞
窟
に
す
む
コ
ウ
モ
リ
な
ど

を
観
察
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
装
着
し
た

ラ
イ
ト
や
ロ
ー
プ
を
頼
り
に
探
検
を

進
め
ま
し
た
。

　

普
段
は
目
に
で
き
な
い
光
景
に
、

参
加
し
た
渡
辺
泰
宏
さ
ん（
小
屋
瀬
）

は
「
以
前
か
ら
明
神
穴
に
は
ぜ
ひ

入
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
息
を
弾
ま
せ

ま
し
た
。

地
元
の
洞
窟
に
驚
き
と
感
動

明み
ょ
う

神じ
ん

穴あ
な

探
検
隊

起伏にとんだ洞内を進む探検隊と、
狭い出入り口からやっとの事では
い出す参加者

俳句を楽しもう俳句を楽しもう
　俳句をもっと身近に感じ、楽しみましょう。
　葛巻俳句会（髙家卓範会長）発行の「俳句会だより10
月号」から長朶公子（71歳・山岸）さんの俳句と句会で
の意見などを事務局から紹介していただきます。　
　長朶さんは、入会してまだ２年半ですが、毎月投句を
しています。老人クラブの行事や畑仕事で感じたことな
どを俳句に詠んでいます。

コ
ス
モ
ス
が
ゆ
れ
て
列
車
の
着
く
時
刻　

コ
ス
モ
ス
の
ゆ
れ
て
列
車
の
着
く
時
刻　

　

旅
行
を
し
た
お
孫
さ
ん
の
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。
駅

で
待
っ
て
い
る
の
に
な
か
な
か
列
車
が
来
ま
せ
ん
。

あ
っ
、
や
っ
と
来
ま
し
た
。
駅
の
回
り
に
咲
い
て
い
る

コ
ス
モ
ス
が
一
斉
に
揺
れ
出
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
こ

ん
な
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
か
。
優
し
い
素
敵
な

句
で
す
ね
。
句
会
の
中
で
、
先
輩
の
皆
さ
ん
か
ら
ひ
と

つ
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
文
字
を
文
語
体
に
変

え
て
み
る
と
俳
句
に
深
み
が
出
て
く
る
と
い
う
の
で
す
。

「
が
」
を
「
の
」
に
し
た
場
合
は

　

い
か
が
で
し
ょ
う
。
確
か
に
句
に
落
ち
着
き
が
出
て
、

実
際
に
見
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
揺
れ
て
い
る
コ
ス

モ
ス
の
色
ま
で
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

た
っ
た
十
七
文
字
で
す
が
、
不
思
議
な
十
七
文
字
で

も
あ
り
ま
す
。

日


